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        第 4号議案  平成 25年度収支予算  
 

1 公益社団法人として、公益事業Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、共通費ごとの公益事業及び管理費等の法人 

 会計に区分した予算とする。 

 

2 平成 25年度正味財産増減計算書 

(1)  平成 24年度は、震災復興需要等により日本経済は踊り場から脱し、ある程度の景気回

復が期待されていたが、エコカー減税等の終了、海外景気の落ち込み、日中関係の悪化

の影響等により年後半に失速をした。協会の技能講習受講者も前年度の大幅な減少の回

復を期待したが、下期は前年比マイナスに転じ、年度全体でむしろ若干減少となり、諸

合理化等により赤字幅圧縮は進めたが、引き続き本部・支部ともに厳しい決算となった。 

平成 25年度も年度後半からの景気回復を期待するが、大幅な受講者数の回復は構造的

にも期待しにくく、本部・支部全体で 173 万円余の正味財産減少の予算編成を余儀なく

された。引き続き、業務の見直し、合理化の積重ね、効率的な予算執行に努力を行わな

ければならない。 
 

 (2)  特定資産の取崩し 

  ア  講習会場等の確保・整備積立預金 

      ・情報インフラ関連投資       ：    470万円 

  イ  事業運営安定化積立預金（1支部）    ：     70万円 

ウ 退職給付引当預金（本部、1支部）    ：     52万円 
 

(3) 資金収支 

      資金収支は、受講料収入や、前項取崩しについては特定引当預金・積立預金等により 

対応し、外部借入金の必要は生じない。 

 

3 常勤理事役員報酬最高限度額 

専務理事 1 名、常務理事 3 名の役員報酬月額及び役員賞与の年度最高限度額を、 

役員報酬規程に基づき 3,111万円とする。 
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